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■１：はじめに 

【日本側主催：一般社団法人 Bridge for Fukushima 伴場賢一 代表理事 より】 

 先ずは本事業をご支援くださった国際交流基金様、受入をしてくださった上海の復旦大学付属中等部

及び大同中学の皆様、中国側の調整に奔走頂いた国分所長を始めとする福島県上海事務所の皆様、企画

にご理解をいただきました福島県教育委員会及び県立高校の先生方、全国の支援者の皆様、そしてこの

企画のベースを作り、いつも支援をいただいている JTB コーポレートセールスの田中さん、いつもブル

ドーザーのように事業を進めてくれる遠藤先生、そして BFF の加藤君、皆様のご協力があって高校生に

とって素敵なチャレンジと学びの場になりました。改めましてご協力とご支援に心から御礼申し上げま

す。 

 

参加してくれた高校生の皆さんに。 

「違いは財産」。NPO 法人 AMDA の創設者であり、尊敬してやまない日本 NPO の先駆者の菅波茂先生

のお言葉です。今の君たちは、この言葉の意味を十分理解してくれたと確信しています。 

僕は出発前の福島での説明会、上海のワークショップ、いずれも「違い（Diversity）」という key word

を使いました。世界と日本は実に違いに満ちています。僕は今回の経験が「違いの発見⇒自分自身への

反映⇒相手との議論⇒適応」という過程を、異文化に属する海外、そして上海の高校生たちと身を持っ

て体験する場になってほしいと思っていました。更には中学生の時に東日本大震災という出来事を経験

し、この 3 年間の間に特別な経験をしてたくさんの事を考えたからこそ君たちにはその素地があるので

はないかと考えていました。 

結果、上海の学生が解いていた数式の違いを見つけては話し合い、食事では新しい食べ物に挑戦し（あ

れは臭かった！）、何よりも上海と福島の環境問題や社会課題に対して、異なった社会背景の中、自分の

国の事例を基に、共通点を探し解決策を英語・日本語・中国語を駆使して作ってくれた姿には、ただた

だ感動しました。 

願わくは、この経験をきっかけにより自分の事を考えたり、福島の事を考えたり、社会の事を考えた

り、そして仲間を作り、グローバルな活躍が出来る人材としての教養を身に付けてほしいと思います。

世界は思っていたより全然小さくって、期待しているより全然楽しいよ！ 

 

この企画が実りあるものにするために、Bridge for Fukushima は高校生のチャレンジを継続的に支援し

ていきたいと思っています。今後とも皆様のご協力を賜れますよう、よろしくお願いいたします。 

 

一般社団法人 Bridge for Fukushima  

 代表 伴場賢一 
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【中国側主催：復旦大学付属中学 張之銀 校長 より】 

2013 年 12 月，来自福岛县福岛高校、磐城综合、会津学鳳高校、相马高校、安積高校、郡山高校 7 所

学校和 Bridge for Fukushima组织的 3 位老师和 13 名同学来到上海与复旦附中和大同中学的 12 名同学进

行以科研课题为主的交流活动。双方参加交流的学生都感到受益颇深，同时也增进了友谊。我们相信将来

这种类型的交流活动会有进一步发展！ 

 

（訳：2013 年 12 月、福島県から福島高校、安積高校、郡山高校、会津学鳳高校、相馬高校、磐城総合高

校から合わせて 13 名の生徒の皆さんと１名の先生、Bridge for Fukushima から 2 名の方が上海を訪れ、

復旦大学附属中学、大同中学の生徒 12 名と交流しました。生徒達は 4 日間の交流プロジェクトを大いに

楽しみ、有意義な活動にすることができました。同時に福島と上海の友好が深まりました。このような

交流プロジェクトが今後もさらに発展することを強く願っています。） 

復旦大学附属中学校長 張之銀  

 

【協力：福島県上海事務所 國分健児 所長 より】 

 日中の将来を背負う若者を間近に見て 

 

福島県上海事務所 國分健児 

 

日本と中国の間にある小さな島をきっかけに双方の反日嫌中のうねりが大きくなり、2012 年 9 月には

上海でも大規模な反日デモが行われた。整然と管理されたデモではあったが、中国内で一番多くの日本

人が住む大都市でのそのような行動や中国各地での一部中国人の破壊等の違法な行動は、一気にそれま

での各種交流の雰囲気を壊した。 

 そんな秋のある日、事務所を訪れた旅行会社の知り合いを通じて「あいでみ」の活動を聞いた。福島

の高校生を支援してくれないか、とその人は言った。このような時期だからこそ日中の同じ世代の者同

士交流し、福島の現状を自分たちの口で伝えたい、と福島の高校生が言っている。私は即座に相互交流

のお手伝いをすると伝え、それが「あいでみ」との最初の出会いとなった。 

その後、2013 年 3 月にはメンバーの一人を上海に招いて、高校生が感じた福島県の復興状況を講演い

ただき、交流の種蒔きのお手伝いをさせていただいた。同年 12 月には、Bridge For Fukushima の主催事

業として福島から 13 名もの高校生が上海を訪問、復旦大学付属中学、上海市大同中学との交流が実現す

る。 

 熟成した社会で育った若者と、様々な社会矛盾と猛烈なスピードで成長する社会で育った若者とのコ

ミュニケーションを間近に見て、双方の高校生に自分と違うものへの興味・好奇心があふれ出ているの

を感じた。同質な存在であることを求められることが多い日本文化の中で、私自身が忘れかけているも

のであった。違いを認め合い、尊重し、議論していく過程を見て、福島の若者にもっと多くこのような

機会を提供したいと強く思った。相互に行ったり来たりすることが本当の交流であり、この時期に実践

できた意義は小さくない。民間交流、青少年交流、文化交流など地道に継続することが近隣国相互の理

解につながる。様々な交流に取り組む若者をここ上海で応援していきたい。 
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■２：今回の交流事業について 

【企画のきっかけ】 

2012 年、悪化する日中関係に危機感を抱いた私たちは、福島と中国の高校生同士の交流から、日中関

係を改善しようと思いこの企画を立ち上げました。『あいでみ』メンバーの中には、福島市の海外派遣事

業で中学生時代に中国へホームステイをした経験がある子もおり、震災直前には福島へ中国の学生を呼

ぶ計画もありました。しかし、震災が起き、中国の学生が福島に来てホームステイをするという計画は

無くなり、上海から福島空港への定期便も無くなりました。さらに国家間の複雑な問題から、日中関係

そのものが悪くなっていました。震災後、福島県では様々な新しい取り組みがなされる中で、私達の高

校でも「復興のための企画プランコンテスト」というものが行われました。旅行会社、地元 NPO 等の前

で日中友好と東日本大震災の真実を伝えることを目的としたツアーのプレゼンテーションを行い、50 名

7 チームが企画を競い合う中、『あいでみ』は優勝することが出来ました。そこから企画を実施できる状

態まで持っていくために具体的に日程を考えたり、予算を考えたりし始めました。2013 年 3月には上

海から 8 名の学生を福島に招き、震災から学ぶことをテーマとして交流しました。真剣な議論を行いつ

つも、参加した全員が暖かく優しい雰囲気に包まれた中でお互いに国籍を問わず一人の人間として関わ

ることができました。 

 

日本と中国は、政治・歴史・経済など様々な分野で課題を抱えていますが、「一衣帯水の隣国」として、

古来より非常に密接な関係を築き上げてきたこともまた事実です。私たちは震災を経験して、国境を越

えて助け合うことが大切だと学びました。私たち高校生同士の交流は小さなものかもしれませんが、国

家間の関係を良くするためには、まずお互いの国についてよく知ること、そして交流の機会を多くもつ

ことが必要と考えます。より交流の機会を多く持つために、本企画を福島県の継続的な取組みへと育て、

後輩へと引き継いでいきたいと考えており、その第一歩として本企画を行っています。今回は、3 月に空

港で中国の高校生と交わした「次は上海で交流しましょう」という約束を果たすため、12 月 14～17 日の

4 日間、中国を訪問し、共通のテーマについて日中高校生で意見交換を行いました。 

 

 

 

 

（上：2013 年3 月の交流の写真） 
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■３：レポート（１日目） 

【出国～福島から上海へ～】 

 出国の日は朝 6：50 に郡山駅に集合でした。事前研修で顔を合わせていましたが、全員が揃ったのは

この日が初めてです。羽田空港に向かうバスの中では、あいでみのコアメンバーは準備で疲れていて寝

ていましたが、飛行機に乗るまでにはみんな仲良

くなりました。到着して上海空港では、上海事務

所の國分所長、復旦大学付属中学のウー先生を始

めとする上海の方々が出迎えて下さいました。私

たちは復旦大学附属高校の呉先生に 9 か月ぶりに

再会できたことがとても嬉しくて盛り上がりまし

た。復旦大学附属高校に着くと、前回も交流した

上海の友達との再会に喜ぶとともに、新しく交流

できる友達と初対面をしました。 

 

 

【歓迎式～打ち解けあい～】 

 歓迎式では福島・中国高校生友好交流事業が 2 回目を迎えるこ

とができた理由と、1 回目の交流の様子、そしてそこで交わした

「また必ず会おう」という約束のことを復旦大学付属中学の生徒

が話してくれました。 

 

みんな緊張していたので、アイスブレイクとして、今回の交流

について思いつく漢字を一つ書いて、なぜその漢字を書いたのか

みんなに話す、というアクティビティを行いました。『喜』、『嬉』、

『友』という漢字が多く出ました。歓迎式の後には歓迎パーティ

ーを開いていただき、中国のお菓子、飲み物を手に今回交流する

復旦大学付属中学と大同中学の生徒のみんなと打ち解けあい、今

回の交流に胸を膨らませました。 

 

■４：レポート（２日目） 

  朝は、宿泊先である復旦大学付属中学の寮から復旦大学まで１０分ほど歩いて移動しました。行き

交うたくさんの自転車と車、露店で朝ご飯を買う人で道はにぎわっていました。午前１０時、復旦大学

の大学院生によるご案内の元、大気化学研究センターにてＰＭ２．５に関する解説を受けました。研究

室には私たちが見たことのない機械がたくさん並んでいました。その機械を使って、大気汚染の濃度を

計ったり、体に悪い物質を調べているそうです。そのあとは、復旦大学付属高校に戻り、空気汚染につ

いてのディスカッションを行いました（ディスカッションの模様は後述）。 

 

（左：渡航前、羽田空港にて） 
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午後はまず、中国における社会的企業の現状について、社会企業研究センターの張さんに講義してい

ただきました。まず、社会起業とは、ビジネス的手段を用いて社会問題を解決することであり、その要

素として社会問題解決志向であること・ビジネスモデルがあること・測定可能なインパクトをもたらす

こと、という３つの観点があることを勉強しました。中国には 2008 年頃、社会起業の概念がもたらされ

ました。医療改革、高齢化対策などのニーズの一方で、まだまだ担い手が不足しており、社会的に広く

知られていないそうです。中国の社会企業も日本の社会企業と同じようにいろいろな人を支援しており、

ヤクの毛を使った高級織物製品を、チベットの方々が製造する「SHOKAY」というブランドや、日本でも

行われている、目の不自由な方の案内により、暗闇の中で様々なアクティビティを行う「ダイアローグ・

イン・ザ・ダーク」などの取組が中国で行われていることを学びました。 

 

 

そして、講座を聴講した後は、上海市内を観光しました。2 元（日本円で約 30 円）ショップに立ち寄

ったり、露店でタピオカジュースを買ったり、不思議なおもちゃを街頭で売る人に声を掛けられたりと、

中国らしさを満喫しました。中国の高校生が値段交渉をしてくれたりと、とても頼もしかったです。夕

食も各自でとりました。上海名物の小龍包を食べたグループもいたようです。その後、外灘から船にも

乗り、上海市内を一望しました。上海は都市が急速に発達して、ビルやタワーなどがたくさん建ってい

ました。中国の急発展を肌で感じました。 

 

 

（復旦大学 大気化学研究センター） （大学院生にご説明いただきました） 

（社会企業研究センター張さんによる講義） 
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【ディスカッションの模様１：日中の高校生が出来る、大気汚染改善への取組みについて】 

2 日目には大気汚染についてのディスカッションを行いました。このテーマにしたのは pm2.5 が今中

国で問題になっているから、というだけではありません。日本では過去、高度経済成長期に「四大公害」

という問題を経験しています。環境よりも経済的利潤を追求しすぎたばかりに、工業排水や排煙、また

垂れ流しにした水銀などで人間をはじめとする様々な生物の健康状況に多大な悪影響を及ぼしました。 

しかしその後日本はその汚染された環境を改善すべく様々な方策を行い、今日では世界の中でも、と

ても空気のきれいな国となっています。つまりこの話題は日中間での共通性を持っています。また日本

がした経験（環境を改善したという経験）を中国側に伝えることによりその改善方策の中で中国におい

ても活用出来るものが見つかるのではないか、という考えもあり、日中間で活発に議論出来るであろう

この話題を設定しました。 
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議論は全体を二つのグループに分けて行われました。大きな模造紙を囲み、付箋に自分の意見を書き

貼り付け、それを見ながら議論を進めます。まず考えなければならないのはその「原因」。pm2.5 は日夜

研究が行われていますが、実は誰もその原因が何なのかを正確には分かっていないのです。したがって

ここでは中国の学生の日々の生活や、日本の過去の経験をもとに、その「原因」を探ろうと熱い議論を

交わしました。その結果挙げられたものを紹介します。 

・不法なごみの投棄、焼却 ・花火 ・車の増加 ・質の悪い化石燃料の使用 

・工場の増加 ・乾燥した気候 ・強い風 ・人々の環境に対する意識の低さ ・環境問題を人々が理

解していないこと 

ここからわかることがあります。それはどれが正確な

原因か、ではなく、つまり中国には pm2.5 の増加を

引き起こす可能性のある現象が数多く存在するとい

うことです。経済成長に伴う車や工場の増加をはじめ、

中国の花火文化、社会制度の不整備、貧富の差が引き

起こす質の悪い燃料の使用など、すべて pm2.5 増加

に多大に影響を与える可能性のある現象です。日本で

の大気汚染、つまり「四日市ぜんそく」の主な原因は

工場からの排煙と言われていますが、中国ではその他

の要因も関係していそうです。pm2.5 というのは 2.5μｍ以下の微粒子物質のことを指します。何か特定

の物質というわけではなく、とてつもなく小さい物質ならば、「pm2.5」ということです。それ故にこの

様に様々な原因が挙げられるのです。 

 

ではこれに対して日中の高校生はどんな解決策を提示したでしょうか。 

 

工場の増加に関しては私たち高校生では何ともしがたいところがあります。したがってここでは「高

校生でもできる解決策」について考えました。挙げられたものを紹介します。 

 

・車の増加とあるが、相乗りを推進することで車の走行量を減らし、排気ガスの排出を抑える。  

・ごみを分別しリサイクルしてもらう ・学校には車ではなく歩いていく 

・木を植える ・人々の環境汚染への意識上げを図る。 ・花火なんてやめる。 

 

以上のような解決策が挙げられました。先ほど出た原因と対になる解決策ですが、よくよく考えると

この解決策には共通点があります。それは「意識改革」ということです。当たり前のことではあります

が、つまり工場などが関係していない部分の要因はほぼすべて人々の意識による改革で解決できるので

す。「今日は歩きで学校に行ってみよう」「ごみをちょっと分別してみようかな」「お母さん、今年はうち

で花火やるのやめない？」「ねえ、知ってた？pm2.5 ってこんなに怖いんだよ」きっとこんな些細な会話

が増えれば環境は改善されていく。きっと自分たちで解決できる。私たちはこの大気汚染についてのデ

ィスカッションで pm2.5 の特効薬的解決策を導き出すことは出来ませんでした。しかし、もっともっと

大切な”まずは自分の行動から“という気づきを得ることが出来ました。 
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付箋に”low awareness（意識の低さ）”と書かれていく度「でもそれって誰の？」私たちは疑問を持

ちました。自分を棚に上げて「みんなの意識を変えるにはどうしたら良いか」なんて話合うのはおかし

い。自分が行動しよう。自分が伝えていこう。自分たちは高校生だけど、決して一人なんかじゃない。

同じ問題に向って本気で話し合える仲間がいる。国境を越えて通じ合う想いがある。このディスカッシ

ョンは、そんな「行動」や「仲間」の大切さを知り、そしてこれからの自分の日々の行動の原動力とな

るエネルギーを得ることが出来た、私たちにとってとても意味のあるディスカッションとなりました。 

 

■５：レポート（３日目） 

朝食後、復旦大学付属中学校の国旗掲揚の朝礼に参加しました。中国の高校の朝礼に参加し、全校生

徒の前でお話する機会をもらえるとは思ってもみなかったので、嬉しかったです。残念ながら当日は雨

が降っていたため、私たちは放送で挨拶しました。 

 

朝礼後、復旦大学付属中学の校舎を案内してもらい

ました。学校の図書室にも立ち寄り、様々な本を見ま

した。蔵書は十数万冊あり、そのなかには、東野圭吾

の本もありました。ＰＣルームには Mac が数十台並び、

中国トップクラスの高校の設備に圧倒されました。 
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そのあとは復旦大学付属中学の授業を受けました。授業は全部中国語で、聞いて理解することはでき

ませんでしたが、教科書に使われる漢字や、出てくる名称が日本と同じだったりと、目で見れば理解で

きる箇所もありました。生物の授業では、板書ではなくパワーポイントで授業が進められており、速さ

は日本の１．５倍くらい。入試３００倍の倍率を突破して入学した学生たちのための、レベルが高い授

業だと実感しました。 

 

復旦大学附属中学校で授業を受けた

あとは、大同中学へ。そこでは、2013

年 3 月に交流した 3 人の大同中学生（1

人は留学中）と先生がお出迎えをして

くれました。再会できたことがお互い

本当に嬉しくて終始笑顔でした。 

（左：大同中学校 正門にて） 

昼食を一緒に取った後は、校内見学

をしました。一つ一つの教室が広く、

そして数が多い。人口が多いというこ

とを物語っているようでした。 

 

校内見学を終え、「震災後の福島の現状」についてのプレゼンテーションを行いました。震災後、自分た

ちの住んでいた地域が変わってしまったこと、しかし「社会的企業」という観点から様々な取り組みが、
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大人だけではなく、高校生たちの中でも行われていることなどをプレゼンしました。メンバーには、大

熊や田村から避難していたり、実家が津波で流された子もいます。実際に震災を経験した福島県人とし

て、伝えられたのではないかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、そのあと「社会問題に対する、高校生もできる対策案の提示」についてのディスカッション

を行いました。中国の生徒たちと同じグループになり、様々な案を出し、最後に発表しみんなで共有し

ました。多くの案を出し、お互いの友好関係が深まったと思います（ディスカッションの模様は後述）。 

終了後、2 人 1 組になって、中国の学生の家へ行き、上海の家庭料理を体験しました。今まで、寮の朝

食や、商店街の料理だけでしたが、本当の上海の家庭料理を体験することができました。また、中国の

社会の仕組みも知ることができました。（上海の家庭体験～生徒の家を訪問～で詳述） 

そのあと、復旦大学付属中学校に戻り、3 日間のまとめを行いました。みんなで写真を取ったり、プレ

ゼント交換をしたり様々なことをやりました。みんなで、「この企画は最高だ」と共感できたと思います。 
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【ディスカッションの模様２：社会課題に対する、高校生もできる解決策の提示】 

 福島の現状を伝えた後は、日中に共通する社会課題を解決するための取組を考えるディスカッション

を行いました。社会課題を解決する“ソーシャルベンチャー”の考え方を利用して共に議論することで

交流を深め、現状の課題に気付き、それを解決するための高校生でもできる方法を考えることで、今後

の日中高校生共同の継続的な取り組みにつなげていくことが目的です。 

 両国の生徒から出された社会課題をもとに、「高齢化社会」「地球温暖化」「教育」「食の安全」の４班

に分かれて話し合いました。 

 

左上：「高齢化社会」 

 原因：少子化、薄い社会保障 → 問題：一人暮らし、孤独死 

対策：高齢者介助ボランティア、高齢者の共同生活推進、就労支援 

右上：「地球温暖化」 

 原因：ゴミ、工場、エネルギー 

 対策： 古着寄付、古紙回収、植樹活動、フリーマーケット開催 

左下：「教育」 

 原因：少子化、所得格差、低質な教育・教師 → 問題：地域格差、低質な教育 

 対策：学習支援ボランティア、生徒自身による意見発信 

右下：「食の安全」 

 原因：食品の化学物質、加熱不足 

 対策：十分な加熱、通報、友人間で安全情報を共有 
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 社会課題に関するディスカッションは、班編成から議論の進め方、結論の出し方に至るまでの全てが

予定通りに進みませんでした。日中で抱えている社会課題は共通ですが、議論の前提となる知識や問題

意識に差があったものと思われます。事前に準備することの大切さを感じました。また、日中の学生で

議論に取り組む姿勢に違いがみられました。言語能力の差はもちろんありましたが、それだけではなく

多くの中国人学生はディスカッションに慣れているようです。それでも日本人学生達はある時には説得

され、またある時に自分の意見を伝えることで、互いに意見を述べ、論じてより深く社会課題を捉える

ことができました。 

 解決策として出された対策には、ボランティアとして高校生でも取り組める活動が多く出されました。

今後も日中の学生が協力して継続的な活動として社会課題に取り組むことが可能であり、また、求めら

れていると感じました。実行のためにはさらに熟考した議論や協力への呼びかけが必要です。 

 

【上海の家庭体験～生徒の家を訪問～】 

１：笠井彩子・小林恵菜と金汇子のレポート 

 私達は 2 回目の交流となる（1 回目：2013 年 3 月福島にて

交流）復旦大学付属中学の金汇子（Japanese name:恵子）の

家へお邪魔しました。お家は滞在していた寮の近くにあったの

で、地下鉄を使って行きました。地下鉄は事故防止扉があり、

日本と似ていました。唯一違ったのは切符が紙ではなく IC カー

ドだったことでしょうか。繰り返し利用するのかなと思いまし

た。中国で地下鉄に乗ることなんて滅多にないので面白い経験

をすることができました。 

 多くのビルが建っているビル街に恵子の家はありました。建設

中のビルが多く、中国の人口増加を物語っているようでした。 

出迎えてくれたのは恵子のおじいちゃんとおばあちゃんとお

手伝いさんでした。笑顔で迎えてくれて、とてもいい人達なのだ

なとすぐに分かりました。家の中では靴を脱ぎスリッパを履いて

いて、てっきり靴は履いたままだと思っていた私達は驚きました。 

恵子の部屋は日本のアニメのグッズなどであふれていて日本

がとても好きなことがうかがえました。また、前回（2013 年 3

月）の交流のときの写真は桜をテーマにパワーポイントでまとめ

てありました。中国に帰ってから学校で報告会があったようで

す。福島高校の職員玄関のそばの一本の桜の写真に彼女の文章

が綴られていました。蕾が多く花があまり咲いていない桜を

「まだ眠っている私（恵子）」と表現し、福島の震災と復興、

そして私たちの友好をその桜に重ね合わせた文章でした。私は

その表現の奥深さに感動したと同時に、福島の震災の状況に中

国の学生が心から共感してくれていたことを改めて感じまし

た。 
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 お母さんが仕事から帰宅し、ご飯を食べました。恵子が「いつも食べる上海の家庭料理だよ、おばあちゃん

の料理は世界一！」と教えてくれました。ハム、ポテトサラダ、鳥のてりやき、とうもろこしとれんこんのス

ープなどをいただきました。スープは鶏肉でだしを取り、れんこんのしゃきしゃき感なくなるほど煮込んであ

りました。素材の味を生かしたとても体が温まるスープでおいしかったです。一つのお皿からみんながとって

いくスタイルで、普段からみんなで食べている感じがしました。たくさん出していただき、どれも本当に美味

しかったです。 

食後は家族みんなと一緒に写真を撮りました。「絶対にまた来てね、今度は家族のみんなと一緒においで。」

と言ってくれました。決して長いといえない 3 時間の中で、実際に自分で経験しないとわからないことをた

くさん学ぶことができました。今度は私の家にも遊びに来てもらいたいです。 

 

２：里佳純・鈴木瑞彩と李慧雯(Winnie)のレポート 

私達は復旦大学付属中学の Winnie のお家へお邪魔しました。復旦大学付属中学から歩いて１５分くらいの

ところに Winnie のお家があり、周りにはたくさんのアパートや商店街がありました。日本の団地のようなと

ころでした。一階の入り口のところにインターホンがあり日本のオートロックのような感じがしました。

Winnie は一人っ子で両親と暮らしています。家族みんな仲良しなのがすごく伝わってきて心がぽかぽかして

くる温かい家庭でした。家はシンプルな感じで、とてもきれいでした。キティちゃんの布団やプーさんのクッ

ションがあり、日本のキャラクターを好きだと言ってくれたのが嬉しかったです。家に入るとすぐにフローリ

ングになっていて、くつを脱いでスリッパで過ごしていることに驚きました。ソファーに座って中国で人気の

お菓子を食べさせてもらっているとお父さんがお茶を入れてくれました。苦味も、くせもなかったのでとても
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飲みやすかったです。夕食はお母さんが中国の伝統的な料理をたくさん作ってくれました。写真の真ん中の鶏

の手羽先は、照り焼きのようで濃いめの味付けでした。どの料理も本当に美味しかったです。食事をしながら、

お父さんが中国で有名な日本の企業や有名人のことを私達に話してくれました。この言葉は日本語でなんてい

うの?とお父さんの方から聞いてくれたことが嬉しかったです。 食事の後は、Winnie が３月に日本に行っ

た時の写真や、小さい頃の写真を見せてくれまし

た。中国の観光地で撮った写真が多く、その説明

してくれました。中国のことを良く知っていて有

名な漢文を読んで意味を教えてくれたり、歴史的

に有名な土地の説明をしてくれたりしました。外

の世界を知ることも大切ですが、まずは自分が生

まれ育った福島、日本についてもっと勉強しない

といけないと思いました。 

初めて会ったにも関わらずお父さんとお母さん

が私たちを温かく迎え入れてくれたことがすごく

嬉しかったです。次はぜひ私たちの家にも招待し

たいです!  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３：小川葵・宮地弘樹と张嘉树(Carl)のレポート 

私は、宮地弘樹君とともに復旦付属中学校２年の Carl の家に行きました。彼の家までは彼のおじさんとお

ばさん（二人とも兄妹）の車で１時間くらいかけていきました。車内では、Carl の面白い友達について話し

たりと、充実した時間を過ごせました。Carl の家は、門をくぐった、アパートメント宅地のにぎやかな雰囲

気の中にありました。上海の人々はアパートに住んでいる傾向にあるということがそこからうかがえました。 

家は二階建てで、Carl は一人っ子でした。お父さんは病院の理事長さんで、その日はいらっしゃいません

でした。リビングに通され、中国のお菓子（サツマイモのスティック状の洋菓子、牛が踏んでも割れないとい

うお菓子、干し梅、バナナ）をいただきながらテレビを見て、音楽について話しました。テレビでは中国のニ

ュース番組、ドラマを見ました。写真はみんなで音楽について話しているところです。 
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餃子、小龍包、エビとグリンピースのあんかけ、卵のトマトソースあえ、マトンの煮込み、上海の珍しい魚

の煮つけ、しめじときくらげのスープ、八宝菜、野菜のワインソースあえをおばあちゃんが作ってくれました。

中国では羊の肉を食べると暖かくなると信じられているらしく冬になると羊を多く食べることを聞きました。

おばあちゃんの料理はとってもおいしかったです。また、上海の料理の味付けは甘目だということを教えてい

ただきました。次から次へと運ばれていく料理はおいしいものでしたが、量が多くすべてを食べ切ることはで

きませんでした。 

また、Carl のおじさんと、おばさんは英語が話せるらしく、おじさんからは中国語を少し、おばさんから

は中国のスターについて教わりました。日本の嵐が好きらしくその話もしました。Carl の家族はみな元気で、

本当の年齢よりもとても若く見えました。 

Carl や彼の家族と話しているうちに、私たちの通う日本の学校と彼の通う中国の学校とではいくつか違い

があることに気が付きました。まず、学校の違いです。彼の学校は７：５０からの８－９時間、４５分授業に

対し、私の学校は６－７時間授業の５０分授業であることです。朝早くから、授業があることにびっくりしま

した。その上、お昼休みは、彼の学校では約９０分あ

るので、外に行って食べることがあるということを聞

き、びっくりしました。また、中国の自動車は怖いと

感じました。聞くところによると交通ルールが日本よ

りも緩く、歩行者よりも自動車が優先です。この点で

比べると日本は安全だなと思いました。 

最後に、Carl の家族の印象についてですが、彼の家

族はとても暖かく、フレンドリーでした。また交流す

る機会、上海を訪れる機会があればぜひ彼の家族に会

いたいと思いました。 

 

４：鈴木敦己・松本蓮王と李宗軒のレポート 

私達は復旦大学附属中学校の李宗軒（ニックネーム：軒(Ken)）宅へお邪魔しました。復旦大学附属中学校

から歩いて路線バスに二区間乗った後、しばらく歩いたところにあるマンションの一室が軒の家です。１０年

前から住んでいるということで建物自体は少し古びていましたが、出入りには居住者のみが持つカードが必要

で、セキュリティもしっかりしていました。2000 年以降に建設されたマンションはどこもセキュリティがし
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っかりしていると話していました。 

 軒は３人家族で、時々祖父母が遊びに来るそうです。核家族化が進んでいるのは日本と同じでした。軒の父

親は船に乗って世界各地を回っているらしく、神戸には何回も訪れたことがあるそうです。軒の部屋には Mac

のパソコンや Roland のキーボードがあり、裕福な家庭であることが見受けられました。また、バンド活動の

模様や中国のインターネット事情なども見せてもらいました。室内では靴を脱いでスリッパを履く半面、やは

り浴槽は無く、日本との文化の違いが感じられました。 

食事はテーブルで椅子に座って食べ、内容も御飯に汁物、おかずと基本的なスタイルは日本と同じです。 

 おかずは肉が中心で、魚は写真手前の素揚げの様なものしか出ませんでした。ご馳走になった蟹は甘海老を

何倍にも濃縮した様な味がしてとても美味しかったです。 

 帰りは軒の父親に学校まで送って頂きましたが、とても気さくで親しみやすい方でした。実際に中国の学生

の自宅を訪問することで、よい時間を過ごすことが出来ました。 

 

５：猪狩葵・栗城彩香と荘沁優のレポート 

私達は復旦大学付属中学の荘沁優（ゆうちゃん）の家へお邪魔しました。復旦大学付属中学からタクシーで

25 分、周りにはデパートがあり、レトロな雰囲気の所にゆうちゃんの家はあります。 

ゆうちゃんは長女で 6 人家族。家にはぬいぐるみが多くて、それは日本とは見た目が異なりました。 

食事は脂っこくて、例えば春巻きの具材は、白菜のような味がしました。 お母さんは私達をかわいいと言

ってずっと写真を撮ってくれました、あまり日本人に対して憎しみなどがないと思いました。 

  実際に一緒に食事をしたことで、初めて中国の違う一面を知りました。 
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６：角遥香と吴思玉のレポート 

私は大同中学、吴思玉（English name：Vanessa）

の家にお邪魔しました。お家にお邪魔する前に、大き

なショッピングセンターにいきました。そこには日本

の企業がたくさん入っていました。ショッピングをし

た後は、ゲームセンターで遊びました。日本のものと

全く変わらず、中国の学生も日本の学生も同じように

して遊んでいるんだなぁと思いました。遊んだあとは、

地下鉄に乗り、降りた後は歩いて Vanessa の家に行

きました。 

その日は雨が降っていたのですが、私のリュックが

濡れないように傘をさしてくれたり、地下鉄の中では学校生活などを話してくれたり、揺れて倒れないように

「私の腕をつかんでいいよ。」って支えてくれたりと、とても親切にしてくれました。 

Vanessa の家はアパートでした。中国のお家は一軒家が少なくほとんどがアパートかビルだと聞きました。 

私が訪問させていただいた Vanessa がその日お誕生日で、一緒に誕生日会をして、ケーキもご馳走になりま

した。ご飯は約 10 種類ほどの中華料理のおかずを用意していただきました。どれも美味しかったです。私は

なかなか英語が話せず、感謝を伝えたいのになんて言ったらいいのかわからずとても困っていたのですが、お

家の方も、Vanessa も笑顔で一生懸命私とコミュニケーションをとってくれました。お家を出るときに、つ

たない英語でしたが、「あなたに会えて私はとても嬉しいです。」と、伝えたら彼女はボロボロ泣いてくれまし

た。少しの時間だったのに、こんなにも私たちのことを思ってくれてたんだなぁととてもほっこりした気持ち

になりました。 

この経験を通して、自分の英語力が本当に足りないということと、中国の方はこんなにも、優しい人がたく

さんいたんだということがすごく心にしみ、感じたのでもっと頑張って勉強しなきゃなぁ…と改めて思いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７：富樫柾人と陳世達のレポート 

 

私は大同中学校陳世達宅にお邪魔しました。大同中学校から車で１０分ほどの場所にあるお宅に駅ビルを経

由して、地下鉄を２回乗り継いでいきました。マンションが立ち並ぶ団地の一画、２８階建ての６階に陳家は
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ありました。エントランスはカードが必要で高級住宅の様相がありました。 

 陳家はお父さん、お母さん、世達くんの３人家族。家は２ＬＤＫで、とてもきれいでした。水回りはシャワ

ーとトイレ、洗面台が一つの部屋に収まったユニットバス。居間に控える大型のテレビの横には赤べこの姿が。

「ワンシャンハオ（こんばんは）」とお母さんに挨拶すると「こんばんは」と日本語でご返事が！聞くと陳家

はお父さんが IT 関係の仕事についており、世達くんが小さいころに３年間日本に住んでいたそうです。その

ため、ご両親はもちろん、世達くんも少々日本語が話せるようになったそうです。 

 頂いたお料理はご飯に、鶏肉と栗の煮込みもの、トマトと卵の炒め物、青梗菜、卵とカニみその炒め物、魚

と人参のスープ。鶏肉には大きい骨が付きっぱなしであり、スープには３０センチほどの魚が１匹まるまる投

入されているなど、日本の家庭料理に比べると大胆なものでしたが、全体的に控え目でさっぱりした味付けが

されており、国は違えども、日本となんら変わらない家庭の暖かさがしみじみと伝わってくるようでした。特

に、スープは上海にしかない川魚の織り成す香ばしい出汁がきいていてとてもおいしかったです。 

 料理のお礼に日本のお菓子をカバンから取り出そうとすると、いやいやその前にこれをもらってくれと世達

くんが中国風の、牛の切り絵が入った額縁を私にくれました。これはどうして牛の切り絵が入っているのか、

と聞くと世達くんは、僕と君は同じ丑年だから、と答えました。僕は日本語で「ありがとう」とお礼を言いま

した。世達くんは、こういうとき日本語ではどう答えたらいいの？と聞きました。どういたしまして、という

言葉を世達くんに教えると彼は、発音が難しいのか、ちゃんとした言葉にはなっていないものの、私に返礼の

言葉を述べてくれました。私は、まさしく今文化を交流できたのではないか、と世達君の贈り物に感謝しつつ、

一人感動を覚えました。 

 確かな違いがありながらも、本当は思った以上に同じようなところが中国にはたくさんある。特に人の、そ

して家庭の暖かさは日本と全く変わらない、そう強く感じました。陳家は定期的に日本に観光に来るそうです。

お母さんが、沖縄の海はとてもきれいだった、と私に笑顔で話してくれました。 

 

８：西村亮哉と王艺芸のレポート 

僕は大同中学の王艺芸さんのお宅へお邪魔しました。大同中学の近くの駅から電車に乗り、20 分、電車を

降りてから 10 分ほどのところに王艺芸さんの家はあります。王艺芸さんの家は一人っ子の 5 人家族で、おじ

いちゃん、おばあちゃんと一緒に暮らしていました。家に入ると家族のみんなは明るい笑顔で僕を迎えてくれ、

お母さんとは何枚も写真を撮りました。王艺芸さんの家の壁にはおばあちゃんが糸で縫って作った絵が飾って

あり、とてもきれいでした。夕食は魚の煮物や、米粉で作った団子、トマトとスクランブルエッグを和えたよ

うな料理など沢山の種類を食べさせてくれました。お母さんは僕に家族のことなど、たくさん話しかけて聞い
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てくれ、おじいちゃんは「もっと食べな！」と僕に料理を勧めてくれました。またお父さんはお土産にと僕に

お茶を持たせてくれました。本当に温かく、優しい家庭でした。他の国の家庭で夕食をいただくなんて今まで

は考えてもいなかったのですが、今回この体験を通して、目にしたことのない文化に触れ、また国が違っても

伝わる温かさがあることを知りました。 

 

■６：レポート（4 日目） 

【お見送り】 

 朝早くにも関わらずに、呉先生始め、生徒さんたちも私たちを見送ってくださり、その上、わざわざ私

たちのために寮の管理人の方がエレベータを動かしてくれたり、呉先生が朝食を用意してくださったり

と、最後まで労わりつくせりでした。バスの中でみんなこの 3 日間を振り返ってみんな別れを告げたく

なさそうでした。この 3 日間の内容は濃く、忘れがたいものであり、とても勉強になりました。 

 

【帰国—上海から福島へ—】 

  みんな３日間の疲れからか、飛行機の中そして羽田空港から福島への道中のバスでは寝ていました。

日本に帰るのが新鮮で、中国にさっきまでいたことが夢みたいに、上海での日々はすぐに過ぎ去ってし

まいました。 

 

■７：まとめ（共同代表：笠井彩子・小林恵菜・鈴木瑞彩より） 

 私たちは高校１年の 7 月から今に至るまで本当にたくさんのことを学びました。福島高校では約 50 人

の生徒が、福島をどうやって復興させるか、自分たちで企画を考えそれを実行するための「福島復興プ

ロジェクト」に参加していました。そこで 7 つの企画が生まれ、その中の 1 つがこの福島・中国高校生

友好交流企画「あいでみ」です（以下、あいでみ）。7 つ中 1 つのチームは東京で行われるプレゼン大会

に特別出場を出来ることが決まっていました。企画を立ち上げた当初の私たちの最初の目標は、明治大

学アカデミーホールで開催された、compass2012〜夜明けをさぐる旅〜で高校の代表として、プレゼンを

するために高校内でのプレゼン選考会で選ばれることでした。そのためその時はまだ、このように規模

を大きくして第二回の日中交流を達成できるほど大きな企画になるとは想像もできませんでした。パワ

ーポイントの使い方も知らなかった私たちをたくさんの方々が支えて下さり背中を押して下さいました。 

中国の高校生との交流を通して、たとえ国同士の関係がどうであろうと、一人一人は同じ人間であり、

友好を築くことが出来るということを証明できました。そしてみんなが温かい心を持っていることも実



 21 

感しました。中国の学生は自分の国の文化をとてもよく知っていて、自分たちももっと日本について知

識をつけるべきだと痛感しました。 

また、社会のために働く様々な仕事の方々との出会いから社会を知り、将来は人の役に立つ仕事、地

元福島のためになる仕事に就きたいとそれぞれが思うようになりました。たくさんの人と出会いもっと

もっと広い世界を知りたいという思いから、行動力がつき積極的になっていきました。さらに、始めた

頃は得意ではなかった自分の考えを人に伝える能力も徐々についてきました。つながりがつながりを呼

び、あっという間に広がり人生がとても豊かになりました。 

    

「東京のプレゼン大会に出場したい」という単純な思いから始まったこの企画が、今ではこんなに多

くの人に支えられ、交流する人の幅が広がり、一人一人の友好、そして国同士の友好が少しずつではあ

りますが達成されているのではないかと思います。しかし私たちは今のこの状況に満足している訳では

ありません。この企画が継続して行っていけるような仕組みをこれから作り上げます。 

継続して行っていけたのならば、国同士の友好にもっと光が見えるのではないかと思います。 

 これからも人との出会いに感謝し、そしてこの活動が今できることに感謝して１日１日前進していき

たいと思います。 

（共同代表 左：小林恵菜 中：笠井彩子 右：鈴木瑞彩） 
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■８：まとめ（各メンバーの感想・学んだことなど） 

１：参加前の中国への印象 

２：参加後の中国への印象 

３：今後やってみたいこと 

① 「あいでみ」について 

②「企画コンテスト」として 

４：その他 

の順で各メンバーが記しています。 

 

【福島高校２年 松本蓮王】 

 

１：参加前の中国への印象 

今年三月に上海へ行った（作文の表彰）ときは、日本で「日中関係」や「ｐｍ２．５」の問題が参観

に報道されていました。当然、そのような報道を目にして良いイメージは抱きませんでした。どちらか

といえば、負のイメージの方が強かったかもしれません。 

 

２：参加後の中国への印象 

今回交流した学生は本当に日本のことが好きであると感じました。なかには、「二年後に日本の大学へ

行きます。そのために日本語を勉強しています。」と言っていた学生もいて、進路実現のために努力して

いる姿を見て、とても刺激を受けました。 

 ディスカッションテーマがとても難しいもので、考えたことがなかったものだったため苦労しました。 

しかし、そのような深い題だったからこそ、日中学生の意識や思想の違いが見えたように思えます。 

 

３：今後やってみたいこと 

今回の日中交流のように「あいでみ」の交流を中国に限らず、他の国にも築けていけたら、とてもお

もしろいプロジェクトになると思います。今回がその第一歩となって、これから発展していくことを願

います。 
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【福島高校１年 小川葵】 

   

１：参加前の中国への印象               

  前に一度中国人とふれあい優しい印象がありました。しかし、中国本土の町並みは、工業に力を注い 

でいて、環境にあまり配慮していない様子で近代的なイメージがありました。 

 

２：参加後の中国への印象 

優しい印象のそのままで、とても紳士的でした。家庭料理をいただいたときは、家族の温かさがとて

も印象的でした。町並みは、持っていたイメージとは違い、どちらかと言うと近代的でありましたが、

昔の雰囲気が残っているという感じでした。しかし、工業系を意欲的に進めているというイメージは同

じでした。 

 

３：今後やってみたいこと 

① 「あいでみ」について 

・中国の生徒と日本の生徒で何か一つ、企画または、作品を作り上げたい。 

   ・それぞれの文化を交換したい。 

② 「企画コンテスト」として 

・等身大のお菓子の家をつくる 

・学校を貸し切ってお化け屋敷、缶けり  

・自分の環境を誰かと交換 

 

【安積高校２年 富樫柾人】 

  

１：参加前の中国への印象 
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私が参加前に中国に感じていた印象は、杜撰、利己的、そして競争的というマイナスに捉えかねられ

ないものであった。しかし、それは決して否定的な感情などではなく、ただただ私はそんなイメージの

ある中国をこの目で見て触れて、理解してみたいという好奇心に溢れていた。 

私は今年の 3 月に 4 泊 5 日台湾に旅行したことがある。その時、私は台湾の夜市を 2 回練り歩いたの

だが、その時まさしく私が感じたものは人々の杜撰さであった。狭い通りにこれでもかというほどに溢

れている人や屋台、そしてどことなく、漂う鼻に刺す臭いに私は虜になった。きっと、中国には台湾と

同じくらいの、いやそれ以上の“ごちゃごちゃ感”があるに違いない！それを見てみたい！という思い

があった。また、私は以前から旅行記などで中国人の愛想の悪さをよく耳にしていた。実際、私も中国

人を雇うお店に行くと、彼らのあまりにもそっけない接客態度に文化の違いを感じていた。彼らには人

間関係の概念が自己の成長や利益に敵視、意識がフォーカスしているという印象があった。また、彼ら

の英語力や発想力の高さをどことなく予想していた。これも台湾にいたときに、現地の高校生の英語力

や、日本とは違った、詰め込まない自由な学習システムに驚いたことが影響しているのかもしれない。 

 

２：参加後の中国への印象 

前述した参加前の印象はほとんど当たっていたと思う。彼らはたしかに杜撰、利己的、競争的であっ

たし、現地の高校生は素晴らしい才能と能力の持ち主だった。以下に参加後の印象を記載する。 

 

① 現地高校生の語学力の高さ 

復旦大学付属中学、大同中学、どちらの高校生も英語で適格にかつ早く自分の意見を人に伝え

られてた上に、日本語を聞き取り、対話がネイティブの私たちレベルの生徒たちがいた。同い年

でトリリンガルの生徒がこんなにもいたこと正直、衝撃を受けたし、自分の英語力の低さに腹が

立った。3 日目に社会企業のプレゼントディスカッションがあったが、私は自分の発表部をアド

リブでいけると思い、特に原稿を準備しなかった。しかし、実際にやってみると文法、単語のミ

スを連発し、途中から自分が焦っていることに気が付いた。その後、班を分ける時も自分の英語

力では処理することができず、ほかのメンバーにほとんど助けてもらっていた。その一方、上海

の高校生は皆、英語でたくさんの意見をだし、質疑応答まで英語でこなすのだ。私はものすごく

悔しい思いをした。 

 

② ごちゃごちゃ感 

 やっぱり中国は“ごちゃごちゃ”していた。まず、この国は信号が赤の時に止まらない。しか

も、進行方向の横断歩道に人がいてもスピードを下げない。油断したら死ぬ。そんなことを思い

ながら通行した。現地の人々がこんなに危険な交通状況の中、日々生活していると思うと、感嘆

せずにはいられなかった。また、スリの多さを多くの人から聞いた。背中にリュックを背負うだ

けでも危険があるのだ。幸い、私は盗まれなかったが、現地の人々はそれだけ警戒しながら生き

ているということである。 

 2 日目には、豫園、外灘、南京路で観光したが、そこにもたくさん人がいてひしめき合ってお

り、そこら中から人の声、中国音楽などが聞こえた。また、上海郊外には、同じような形をした

住宅が並んでいた。さらに建設途中の建物もたくさんあった。 
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 やっぱり、中国はごちゃごちゃしていた。私はこの感じがたまらなく好きだ。 

   

③ 知学の大切さ 

私はこの研修で自分の無知さに驚いた。中国は危険なところだと日本人は誰もが口にする。し

かし、私が交流したところ、楽しいことだと感じた。日本の高校生は何も知らない、海外の同世

代の人たちがこんなにも頑張っていることを、積極的に生きていることを。私は 3 日間の交流後

に悔しさを切に感じた。 

 私は上海の高校生たちに負けないよう、そしてもっともっと有意義な楽しい交流ができるよう、

英語力を高め、知識をつけ、自己確立をしていかなければならないと本気で感じた。 

 

３：今後やってみたいこと 

① 「あいでみ」について 

・また別の形で交流を続けていく。 

   ・下の世代にこの交流を託し、一つの新しい流れにする。 

② 「企画コンテスト」として 

・海外の状況や高校生の生活、新しい取り組みを日本の高校生に伝え、啓発していくプロジェク

ト。 

   ・もしくは英語力向上をめざし、英語の習得をモットーとした団体の設立 

 

４：その他 

もっといろんなことを知りたい、実践したいと、今、切に感じている。このような交流プロジェクト

を与える学校は計り知れている。もっと「学ぶ」ということに対して考えを持っていたいと思う。 

  

【安積高校１年 鈴木敦己】 

 

１：参加前の中国への印象 

 自分は偏見を持っていないと思っていても、実際には多くの誤解を抱いていた。注意事項として聞か

されたスリや詐欺の実例を意外とは思わず、むしろ中国では当たり前だと感じた。両親からは生きて帰

って来いと送り出され、自分も無事に帰って来られるか不安だった。P.M2.5 の影響や各種感染症、中国

が社会主義国家であること、そして交流する相手が中国人であることが恐怖の対象だった。また、著作
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権の侵害や反日暴動など、近年の中国の動向はかつての日本同様発展途上だから仕方がない、と中国を

日本より一段下に見て判断していた。日本文化の多くが中国の影響を受けていると頭では理解しながら

も、ありもしない「一線」を日中の間に引き、中国は恐ろしく、日本より劣っていると思っていた。 

 

２：参加後の中国への印象 

 中国の学生はみな中国語と英語を話し、さらには日本語を話す学生もいて、中国人同士英語や日本語

で討論することも多かった。ディスカッションでは積極的に意見を出し、授業は和やかに多くの発言を

し、初対面の日本人学生に対しても自分から関わっていた。学生の多くがやる気に満ち溢れ、覇気を持

って常に自分の考えを物怖じせず話していたのが印象的だった。それでも自分の意見を押し通すのでは

なく、きちんと相手の考えを聞いてより良いものを見出そうとしていた。中国の学生は親しみやすく、

中国も決して恐ろしい国ではなかった。同じ顔をし、同じ漢字を使い、似た文化の上に生きる同じ人間

であることを実感した。市内での買い物でお札が数えられなかった時は店員さんが過不足なく財布から

紙幣を抜き出してくれ、スイカジュースを購入した時は売り子さんが西瓜の発音を教えてくれた。閉鎖

感は全くなく、日本人に対する嫌悪感を抱いている人もいなかった。しかし、中国の貧富の差は都市部

である上海でさえも想像以上のものだった。明らかに周囲より印象が暗い人々があちこちにいた。農村

部の貧困はさらに酷く、到底想像できないような生活をしていると聞いた。無性に悔しく、悲しくて思

わず涙ぐんでしまったことを覚えている。全てを解決しようと思うのは傲慢だが、少しでも自分に出来

ることをしたいと本気で思った。中国は恐れ見下す相手ではなく、対等に学び合い協力すべき存在だ。 

 

３：今後やってみたいこと 

 ①「あいでみ」について ※＜＞内は学生の移動 

  ＜中国→福島＞・継続的な被災地（原発事故含む）や避難先への訪問と交流 

           利点：震災を風化させない、教訓を後世に伝える 

           欠点：旧警戒区域への立入に対する抵抗感 

           →解決策：立入は任意とし、入らない人には映像で様子を伝える 

         ・ホームステイを通じた異文化理解と意識改革 

           利点：相互理解が進展、中国人学生が生活水準の違いを実感できる 

           欠点：受け入れ家庭が集まるか不透明 

           →解決策：公募すると共に、受け入れ家庭への事前指導を行う 

  ＜福島→中国＞・継続的な地域の子供との植樹活動と環境教育 

           利点：日中関係の改善に大きな役割を果たす、環境問題意識を養える 

           欠点：植樹活動への理解を得られるか、保護者が日本人を受け入れるか 

           →解決策：日系企業に協力を仰ぐ、復旦附属小学校の児童から徐々に拡大する 

          ☆最終目標：中国の砂漠地帯を森林に変える（貧困地域での交流を含む） 

         ・高齢者との交流と継続性のある商業的活動 

           利点：年の功を学べる、高齢者の自立を促す 

           欠点：反日感情が強くないか、商業的活動は行えるか 

           →解決策：中国人学生を交える、大人（地元企業や大学）に協力を求める 
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  ※毎回日中の高校生による「社会的取組についての討論」を行い、さらなる活動を模索する 

②「企画コンテスト」として 

  ・東北から世界へ感謝の気持ちを伝える（音楽や芸術、ムービーなど形に残るもので） 

  ・東北の学生たちが東北と日本の為に「自分たちで出来る活動」を「継続的に、本気で」行う 

  ・被災３県同士、及び国内の他の地域の学生と交流して相互理解を深め、社会的取組を考えて行う 

  →企画を通じて学生（小中高大生）が、自分たちの力で日本を「ほんのちょっぴり」良くしていく 

 

４：その他 

 今回の「あいでみ」に参加した中国人学生の中で、リーダー格の女子生徒について気付いたことがあ

る。彼女は日本語を話せないが英語が堪能で、初日の歓迎会の進行を一手に担っていた。しかし会は彼

女の思うようには進まず、傍目にもイライラして余裕を失っているのが見て取れた。翌日の会でも然り、

険しい顔つきが印象に残った。彼女はいわゆる「出来る人」で語学や運営の能力は高いが、特定の人物

と親しく接することも、心底楽しそうにしている様子も見られなかった。その彼女が、だ。３日目のお

別れ会の時、またしても進行を務めた彼女の顔を見て私は衝撃を受けた。彼女は、初めてとても柔らか

に優しく微笑んでいたのだ。お別れ会も決して予定通りには進まなかったが、その笑顔が消えることは

無かった。会終了後も、最初こそ写真撮影の輪に加わっていなかったが徐々に交ざり始め、満面の笑み

でみんなと楽しそうに写真を撮っていた。私たちが上海を訪れたのは４日間、その内実際に現地の学生

と接したのは３日間というごく僅かな時間だったが、参加した人々の「何か」を確実に変えてくれたよ

うに思う。彼女のように、それがすぐに表に現れた人もいるだろう。もしかしたら、何も変われていな

いと自己嫌悪に陥っている人もいるかもしれない。しかし、この企画が参加した全員に良い影響を与え

たことは確かである。変化が現れるのには時間が掛かるかもしれないが、いつか必ず変われるはずだ。 

このような素晴らしい機会を与えて下さった福島高校の遠藤先生と始めとする諸先生方、実行に当た

り共に活動して下さった Bridge for Fukushima の加藤さん、多大なご協力を頂いた JTB の田中さんに福

島県上海事務所の国分所長と蒋さん、静かに見守って下さった伴場さんに社会的企業について教えて下

さった半谷さん、様々な場面で支えて下さった多くの方々、そして何よりも一緒に活動した仲間と、各

地から Ready for?を通じて応援してくれた支援者の皆様、上海の復旦大学で周囲の反対を押し切り、私た

ちを迎え入れてくれた吴先生に心からの感謝を伝えたい。本当にありがとうございました。謝謝你！ 

 福高生が始めた「高校生から日中関係を改善したい」という取り組みは、私たち他校の生徒を巻き込

んでまずは１つのステップを終えた。これからはより多くの人を巻き込み、たくさんの出会いや喜び、

友好を創り出していくだろう。この小さな流れを絶やさぬよう今後も関わり続け、やがては大きな流れ

として引き継いでいけたらと思う。例え１人１人は小さな力しか持っていなくても、協力すれば大きな

力が生まれることを実感した。改めて、ありがとうございました。そして、これからもよろしくお願い

します。 
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【安積高校１年 西村亮哉】 

１：参加前の中国への印象 

結論から言えば「よくはなかった」です。日本では中国の反日運動が大々的に報道され、pm2.5 は非

常に体に悪いとされています。また、「一党独裁」や「共産主義」などの政治体制に日本との違いを感じ、

「いい国」とはあまり思えませんでした。 

 

２：参加後中国への印象 

僕は非常に大きな偏見を持っていました。確かに経済格差は激しく、発展を遂げいっていない場所は

多くあります。しかし、僕は中国で素晴らしい人々と出会い、また多くの友人を作ることが出来ました。 

僕は、多くの学生は厳格な指導の下に教育され、ある意味国家に洗脳されているのではないか、とま

で考えていました。しかし彼らは様々な情報を制限され窮屈な国家状況の中で、必死に真実を追い求め、

また夢を叶えるために努力をしています。高校の授業を見学したとき、僕は彼らの主体性に大変驚かさ

れました。僕の学校では授業が始まると教室は静まり返り、黒板を必死で写し、より点数につながる解

法を見出そうとしますが彼らは違いました。授業中には笑顔があり、教師と生徒がともにコミュニケー

ションを取りながら、しっかりと「学問」をしている印象です。僕の学校がいかに「詰め込み」の教育

であり、日本の進学校の方が幾らか画一的で軍事的な自由を持たない教育をしているのかを思い知らさ

れました。そして、日本の学生は受験のためだけでなくもっと自由に、自らの学問を追求すべきだと感

じました。「大学に入る」という夢を叶えるための「手段」が「目的」になってしまってはもはや学ぶ意

味はありません。 

 僕がこの研修を通して感じたことは、優しさや、人の温かさ、強い友情は国境を超えるということで

す。また国は違っても夢を叶えるために努力をする仲間がいて、彼らの姿はとても美しいということを

知りました。僕はこの研修で、生まれて初めて日本という狭い世界の外へと飛び出すことが出来ました。

今では,僕に広い世界を見せ大きな希望とやる気を与えてくれた中国と、現地の高校生や先生方を初めと

する多くの人々にとても感謝しています。 

 

３：今後やってみたいこと 

① 「あいでみ」について 

・中国の良さを日本の皆さんに知ってもらうための動画、もしくは福島の今を世界に知ってもら

うための動画を中国の高校生と共同作成（ネット交流など）し、YouTube に投稿する。 
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② 「 企画コンテスト」として 

   ・まずは、国内の皆さんに「福島の今」を知ってもらう。そのために、例えば、関東や、関西な

どの方面から、高校生たちを招待してディスカッションする。 

   ・新聞にあいでみとして「声」を投稿する。 

   ・福島紹介、また活動紹介などの動画を作成して、YouTube に投稿する。 

 

４：その他 

《このレポートをお読みになっているすべての方へ》 

上海研修は僕にとって、生まれて初めての「海外」への旅でした。そんな僕がこの研修を通して、考

えたことを少しだけ書かせていただきます。 

 私たちの住むこの「日本」という国は、平和主義の憲法を掲げており、経済的にも豊かで、治安もよ

く、美しい自然も多くある。他国に自慢できる素晴らしい国だと僕は思っています。しかし、僕らはこ

の〝温室”の中で、多くのことを見落としています。僕は今回上海へと研修させていただき、学ぶこと

が多くありました。書き出すなら例えば・自らの持っていた偏見の大きさ・自らの無知・危機感のなさ・

日本教育の過信・疑い、学ぶ意欲の欠如など、どちらかというと気づいたことが多いでしょうか。とに

かく、今までの自分は何をやっていたんだと。そしてこれからの日本は大丈夫なのかと。さまざまなこ

とを感じました。 

 基本的に日本人は自分の国を信頼しています。政治家がしっかりしていないとか何か言っていたとし

ても「日本は安全だ」「日本人は頭がいい」と日本を素晴らしい国の象徴のように祭り上げ、他の途上国、

（例えば中国、東南アジアなど）を気づかぬ間に下に見ていないでしょうか？自信をもって言いましょ

う。僕もその一人です。日本は教育水準が高いから良い製品が作れて、他の国は教育がなってないから

治安が悪いんだ、と。だからこそ僕は今回特に衝撃を受けたのです。上海の学生の英語力は今回参加し

たどの日本の高校生よりも高く、また議論への取り組みや、その中での思考力にも僕たちとの大きな力

量差を感じました。「日本人はシャイだ」なんということがよく言われますが、あれは完全に逃げだと思

いました。「シャイ」というのをおしとやかで礼儀正しいなんていう風に正当化して捉え、確立した意見

の持てない、また積極的に議論に参加する力を持たない自分たちを擁護しているだけです。上海の学生

たちは英語力のない僕たちに自分たちの英語を伝えようと必死でした。こんな状況の中でも、なおあな

たは「日本人の方が上だ」などといった自らの無知をあからさまにするような発言が出来るでしょうか？

僕も英語は得意な方ではありません。今回の研修では学生との交流における日常会話はなんとかこなし

たものの、議論になるとその難しい内容の英語について行けず黙り込み、足を引っ張ってしまいました。

日本の教科書英語だけでは僕たちは一生英語を話せるようにはならない。自らでもっと主体的、積極的

にコニュニケーションツールとしての“英語”を学ばなければいけないと感じました。 

ここまで、日本人の英語力などを取り上げ、話を進めてきましたが。それはこの話題が、僕が上海          

で感じた多くの考えの断片たちを保有しているからです。日本人の中国への偏見。中国を反日と共産党

一党独裁、pm2.5 だけの国だと思っていませんか？自らの無知。自分が世界というフィールドに立たさ

れたとき、どのぐらいの力を持っているのか知っていますか？危機感のなさ。日本教育への過信。探求

心の欠如。日本は本当にいつまでも平和でしょうか？学ぶことをあきらめたとき、その国にはどんな未

来が待っているでしょうか。 
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総括します。僕たちは極めて無知です。そして、ソクラテスのようですが僕たちの出発点は「無知の

知」であると考えます。自らが無知であると自覚しなければ人は学ばない。それに、何において無知な

のかも把握しなければ無駄な時間を過ごしてしまう。そのため僕たちにはきっかけが必要です。今回の

上海研修のような「無知の知」のためのきっかけが。最後まで偉そうな文章を書き連ねてしまい誠にす

みません。しかし、僕たちには（あなたが大人であろうと学生であろうと）「無知」に気づくことが必要

です。そして、気づくためのきっかけを作ることも。 

 僕はこの研修の募集要項を見たとき申し込むことに 2 週間以上迷いました。しかし、「参加する」とい

うその決断がこの考えを生み出しました。勇気を持ってください。そして挑戦をしてください。これか

らのあなたが本当に“善い”生き方をするために。 

 

【郡山高校１年 宮地弘樹】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１：参加前の中国への印象 

私にとって中国は、いろいろなところが汚れていて、日本人とは関わりたくないという思いが強い国

だと思っていました。また、中国の PM２.５の濃度はとても高く、常に危険な状態になっている国だと思

っていました。 

 

２：参加後の中国への印象 

私が最初思っていた「日本人とは関わりたくないという思いが強い」という考え方は初日に中国の生

徒と関わり、消えてしまいました。中国の生徒は笑顔で接してくれたり、日本語をおぼえようとしてく

れたり、日本のことについて興味津々な感じでした。また、彼らの話す日本語はとてもレベルが高く、「き

もい」、「リア充」など、日本人しか知らないような単語を口にしていて、私はびっくりしました。そし

て、彼らも日本の文化についてもたくさん知っていました。例えば、アイドルグループの「嵐」、アニメ

の「ブラックジャック」、そして、日本でも流行っている半沢直樹の「やられたら、やり返す、倍返しだ！！」

という台詞も黒板に書いてあって、びっくりしました。 

最初、PM２．５の濃度についてとても気にしていてマスクをつけるほどでしたが、２日目以降、日本

と空気があまり変わらないという感じがして、マスクをつけるのをやめました。 

最後のお別れパーティーのときでも、中国の生徒とたくさん写真を撮りました。中国の人たちといろ

いろなことを分かち合いました。 私はもう一度中国に行き、中国の人と交流したいです。 
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３：今度やってみたいこと 

  ①「あいでみ」について 

   少なくともこの企画は終わらせたくないです。私はこの企画から様々なことを学び、自分の   

  持っていた考えも変わっていきました。次からの「あいでみ」でやってみたいことは、互いの  

  文化を体験し合うという企画です。今回は社会企業、社会問題について、意見を述べ合いまし 

  た。今度は楽しむことが大事だと思います。 

 

  ②「企画コンテスト」として 

   自分たちで自分の国の料理を食べ、楽しみ合うということをやってみたいです。勝負ではな 

  く、楽しみ合うということが大切だと思います。 

 

【会津学鳳高校１年 栗城彩香】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１：参加前の中国への印象 

 ・PM2.5 によって空気が汚染されていて、この大気汚染が問題となっている。 

 ・尖閣諸島や竹島などにより日中関係は良いとは言えない。 

 ・昔、日本が中国を植民地として支配していたため日本人を良い目で見ない。 

 ・今は発展段階である。 

 ・日本の流行っている商品は真似している。 

 

 

２：参加後の中国への印象 

 ニュースでも良く放映されているような空気状態であると思い飛行機で中国に到着したとたん皆、マ

スクをつけ始めたが、空を見たときの景色はニュースほど悪くなく、マスクを取っても気にならないく

らいでした。それはなぜかと思い、中国の学生に聞いてみると、先週は大気汚染が酷かったと聞いて、

日によって違うのだと思い少しホッとした。しかし、太陽が大気によって月のような光加減であった事

で、中国の大気汚染問題を再認識した。この課題は、解決には少し時間がかかりそうだ。 

 また、中国人の学生とのディスカッションや交流を通し、英語力がとても高かったことに驚いた。私

は、中国の数学と国語の授業を体験し、日本のゆとり教育とは違い、特に数学は教師が時間のある限り

進めるという、日本とは違う速さというものを実感できた。この早さが、学力向上の土台となり英語力
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も高いのではないかと思いった。他にも、交流した学生は、日本語も話せるという３国語を身につけて

いる人もおり、日本人の海外への意識が少ないのではないかと感じた。しかし、日本語の話せる人のお

かげで緊張も解け、とても楽しい交流になったため良かったと思う。 

 

３：今後やってみたいこと 

 ①「あいでみ」について 

   私はこの企画に参加し、日本で行っている事が他国では全く違う異文化に触れ、視野が 180°変わ 

  った気がする。このような他国の学生が交流し世界に対しての視野を広げ、その事を学べるような 

  企画が増えていってほしいと思った。 

 

 ②「企画コンテスト」について 

   一つはこの中国の交流を継承して、私たちが築き上げた絆を何年後にもつなげていく事。二つ目 

  は、中国で学んだことを縦として、中国以外の外国とのディスカッションなどを通し、更なる他国 

  理解を深めていければ良いのではないかと思った。 

 

４：その他 

 若いうちに良い体験をさせていただきありがとうございました。体験した「あいでみ」の活動を広げ

て、伝えていくことが最後の指令だと思うのでこれからも色々な面で頑張っていきたいと思います。 

 

【いわき総合高校１年 猪狩葵】 

 

 

 

 

 

 

 

 

１：参加前の中国への印象 

 幼い頃から中国が好きで日中関係についてとても興味がありました。仲が悪くなってしまっても震災

の時にお金を寄付してくださりと、どのような国なのか不思議な印象でした。 

２：参加後の中国への印象 

 あちらでは日本人は皆敵というイメージがありましたが全く差別的なこともなく自分の潜入感だとわ

かりました！ 

 とても心優しく、しかし物事をはっきりと伝えているという印象をうけました。 

３：今後やってみたいこと 

  今後やってみたいことはいろいろな国に行きたくさんの事を自分の目で見聞きしたいです。 
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【相馬高校１年 角遥香】 

  

１： 参加前の中国への印象 

 大気汚染で空気が汚れている。日本人を嫌う人が多い。性格がキツい人が多そう。スリとか、盗難が

多そう。 

 

２： 参加後の中国への印象 

飛行機の上からみると空気が濁っていたり、地上から見ると太陽がはっきりみえなかったりというよ

うに、日本よりは空気は汚れていた。不安だったので、マスクをかけるよう心がけていたが、そんなに

騒ぐほど空気が汚れているわけではなかった。（向こうの学生にはなしをきくと、私たちが中国に行った

一週間前はきりがかかったように pm2.5 がすごかったらしい） 

私たちが行ったのは上海のみということだったかもしれないが、日本人を嫌うような中国人には出会

わなかった。むしろ、とても歓迎してくれ、向こうの学生とも友情を育むこともできた。 

 私が出会った学生たちの中には恥ずかしがり屋な人とかおおらかな人とか、個性的な人が本当にたく

さんいて、みんなとっても優しかった。中国についてわからないことも親切に教えてくれたし、英語が

なかなかうまく話せない私に、ゆっくりわかりやすいように教えてくれたり、日本語で話してくれたり

してくれた。 

 私は今まで中国に対してわるい印象しかもっていなかった。そこで、学校から中国の学生と交流する機

会があると聞き、自分が今まで聞いてきたものだけではなく、本質をみてみたいなぁと思って今回参加

した。 私の考えは間違っていなかった。ただ聞くだけではなくて、実際に自分で中国にいって、体験す

ることで、中国のいいところをたくさん見つけることができたし、なにより悪いイメージがほぼなくな

った。中国のあんなに優しい方々に対して、すごく失礼な考え方を自分はしていたんだなぁと考えさせ

られた。「特に印象に残ったこと」と、決めると選べないってくらい一つ一つの交流がとても楽しかった。 

 

３：今後やってみたいこと 

 ① 「あいでみ」について 

  また復旦中学、大同中学の学生さんたちと交流してみたい。 

 

 ②「企画コンテスト」として 

  中国のように途上国はまだまだたくさんあると思うから、他の国にいったりして、今回のようにま 

 た視野を広げたい。 
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４：その他 

 今回の経験は自分にとってすごく大きな経験になりました！あいでみのみなさんありがとうございま

した！ 

 

【相馬高校１年 里佳純】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１：参加前の中国への印象 

  日本と中国は尖閣諸島問題や領空権の問題があり、仲が良くないので、中国に行くことが少し怖いと

思った。テレビの報道で見たような日本の会社を壊したりする人が上海に居るかもしれないし、財布や

携帯を盗むような悪い人が多いというイメージがあった。なので、多少不安はあった。 

  でも、日本でさえ、いい人と悪い人がいるのだから、13 億人もいたら、色々な人いると思った。日本

だって犯罪が無いわけではないのだ。 

 

２：参加してからの中国への印象 

  中国の皆がとても親切で驚いた。中国語が分からなくて、英語もあまり話せない私を日本語が話せる

中国の生徒はたくさんサポートしてくれた。学校の説明を私にしてくれた子は、私が理解できないと言

うと、他の言い方をしてくれたり、スペルを言ってくれたりして対応してくれた。中国の生徒の家でご

飯を食べた時は、お母さんがたくさんの手料理を振る舞ってくれた。どの料理もとても美味しかった。

積極的に、これは日本語で何というのと聞いてくれたのがすごく嬉しかった。観光した時には、皆親切

に対応してくれて、とても楽しかった。 

 

３：今度やってみたいこと 

① 中国「あいでみ」について 

  まずは、今回ディスカッションで出た解決策の中で私たち高校生ができることをやってみたい。   

 そしてその活動を私たちから福島や上海に広げていきたい。それから、発電について考えたい。福島

県は原発事故があったし、発電資源などの問題は日中共通の課題だと思う。 

他には、「餃子パーティー」をしたい！ 

 

② 「企画コンテスト」として 

農家の人にお願いして、みんなが作物を作る体験プログラムを作成する。そのプログラムでは、実
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際にみんなが放射能測定も行う、もしくは行っているところを見て、実際に食べてもらう。そうする

ことで、福島の作物は普通の安全な美味しいものなのだということを知ってもらい、広めてもらう。 

 

４；その他 

 この企画で感じることがたくさんありました。皆さん色々とありがとうございました。 

 

■９：収支報告 ※別添資料をご覧ください。 

 

■１０：おわりに 

 私たちは今回の上海の交流はもちろん高校一年生で始めたこのプロジェクトを通してたくさんの人と

出会い、たくさんのことを学びました。この報告書には参加した１３人の成長の証が記されています。

私たちあいでみの全てをこの報告書に加えることは難しかったのですが、これを読んでいる皆様に私た

ちの想いが届いていると嬉しいです。最後になりましたが、応援してくださった全ての方々に感謝して

おわりとさせていただきます。 

 

■１１：謝辞 

当日スムーズに進められるようにと様々な準備をして下さいました復旦大学付属中学 張之銀校長、

呉強先生、「知的交流会議助成プログラム 地域リーダー・若者交流助成」として本企画をご支援いただ

きました独立行政法人国際交流基金様、準備段階から当日までたくさんのご協力をいただきました、福

島県上海事務所 國分健児所長、中村友徳様、蒋薇様、大同中学の先生方、研究室をご案内してくださ

った復旦大学大学院生の皆様、福島県立福島高校、安積高校、郡山高校、相馬高校、会津学鳳高校、い

わき総合高校の先生方、福島県教育庁高校教育課様、ぐるなび上海総経理 趙剛様、HAO-ZE Keqing 

Business Consulting 代表 池澤様、本当にありがとうございました。皆様のサポートなしには、本企画

は成し得ませんでした。 

また、実施にあたり、本企画の趣旨をご理解いただき、ご寄付いただきました、 

NPO 法人相馬はらがま朝市クラブ 高橋永真理事長、大藤造園株式会社 佐藤久雄専務、大東銀行川俣

支店 今野利雄支店長、NPO 法人 GEWEL 藤井幸子代表理事、南相馬市立総合病院 及川友好副院長、

根本剛先生、ホテル伊勢屋 志賀公一社長、ロイヤルホテル丸屋 前田一男社長、中尾誠利様、郁子様 

洪水恵様、 

そしてクラウドファンディングサイト「READYFOR？」を通じてご寄付いただきました 

Akira Sato 様、Ayako Akiyama 様、Chisato Sakurai 様、Coba 様、Daisuke Kan 様、Emiko Kawai 様、Hakoiwa 

Takeshi 様、Haruko sugiyama 様、Hidemasa Iwasaka 様 、Hidetsugu Yamauchi 様、Hideyuki Katakai 様、

Hiroko Ito 様、Hiroshi Hasegawa 様、Hiroshi Kumagai 様、Isao Yabuki 様、Kazuhiro Murakami 様、Kouhei 

fukuda 様、Limestone 様、Masaaki Azuma 様、M.W.様、Naoya Endo 様、Nobuo Lizuka 様、Saito Masaomi

様、Sachiko Bamba 様、Satomi Ogura 様、Satoru Someya 様、Takio Inada 様、Tkashi Kawakami 様、

Yokosukakcafe 様、Yoshio Nanaumi 様、Yu Ogawa 様、Yuco Liu 様、Yuhei Kurihara 様、Yuki Nogura 様、

Yuriko Sugiyama 様、かなたつ様、きゅうこ様、つばくろん様、てっちゃん様、てるみ様、ほし様、みえ

ぞう様、なかむら様、ガーナ様、シロクマ様、シュンペータ様、ヒロウエ様、 岩崎大樹様、小笠原隼人
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様、小野一樹様、上國料竜太様、清野圭子様、佐野淳也様、田中様、丹治三則様、中野真依様、西尾優

貴様、服部英里子様、馬場大治様、福幸ちゃん様、前川直哉様、松崎竜也様、村田信之様、目黒代官様、

本当にありがとうございました。直接お会いできず、報告書という形でしかお伝えできない遠方の方が

多い中で、これだけのご支援いただけたこと、大変感謝しております。 

最後になりますが、本活動が有意義なものになるようにと的確にアドバイスをして下さいました、一

般社団法人 Bridge for Fukushima 伴場賢一代表理事、パソコンの使い方すらわからなかった私たちに一

から全て教えてくださいました加藤裕介様、ありがとうございました。 


